
MIS29-P01 会場:コンベンションホール 時間:5月 24日 18:15-19:30

2014年 8月 1日に富士山周辺で発生した雷雲時の誘導雷について
Measurement of surge current associated with lightning activity around Mt. Fuji on Au-
gust 1, 2014

大島燦 1∗ ;安本勝 2 ;鴨川仁 1

OHSHIMA, Satoshi1∗ ; YASUMOTO, Masaru2 ; KAMOGAWA, Masashi1

1 東京学芸大学物理学科, 2 アンテック
1Dpt. of Phys., Tokyo Gakugei Univ.,2ANTEC

落雷現象の観測手段として、富士山測候所と山麓を繋ぐ接地線に流れる雷電流を、ロゴスキーコイルにより測定した。
測定期間は 7月 20日～8月 19日であった。観測波形の記録は、一昨年の前回手動であったが、今回自動で行った。一
昨年と同様に今回も直撃雷による電流は無く観測できなかったが、富士山測候所周辺の落雷現象による電流を観測した。
100 Aを超えるパルスが観測され、また、その観測時間帯は大気電場にも相関があり、本測定が有効な落雷観測手段であ
ることが示された。
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MIS29-P02 会場:コンベンションホール 時間:5月 24日 18:15-19:30

2014年6月24日東京・三鷹周辺で発生した雹を伴う雷雲活動時の落雷と大気電場変
動
Lightning and atmospheric electric field during thunderstorm with a hailstone around Mi-
taka, Tokyo on July 24, 2014

大島燦 1∗ ;鴨川仁 1

OHSHIMA, Satoshi1∗ ; KAMOGAWA, Masashi1

1 東京学芸大学物理学科
1Dpt. of Phys., Tokyo Gakugei Univ.

2014年 6月 24日東京・三鷹周辺で発生した雹を伴う雷雲活動時の落雷と大気電場変動について調査した。大気電場
観測は、東京学芸大学に設置したフィールドミルデータ、落雷データはドコモ社によって取得されたデータ、また気象
庁レーダーデータを用いた。その結果、雹を伴う雷雲は極めて局所的な孤立雷雲であったがエコー頂は大きかったこと
から、雷雲としては大きく発達していることがわかった。
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MIS29-P03 会場:コンベンションホール 時間:5月 24日 18:15-19:30

2014-2015年冬季雷活動に関連する高エネルギー放射線:初期報告
Preliminary report of energetic radiation during 2014-2015 winter thunderstorm.
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庄司智美 1 ;松木篤 3
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Kanazawa

2014年冬季に能登半島先端において、冬季雷雲・雷放電に関連する高エネルギー放射線の測定を行った。本発表はそ
れの初期報告である。富士山頂における夏季雷の観測では雷雲の接近に伴い、放射線量の増加がみられている。能登半
島の観測でも 12月 17日に NaIシンチレータの放射線測定器がミリ秒オーダーの放射線の増加を検知した。しかしなが
ら、当時観測地上空で降雨が起きていたにも関わらず、大気電場には大きな変化はみられなかった。本講演では、2013
～2014年冬季観測の総括ならびに前述のガンマ線バーストについても考察する。
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